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三千｛曲会ぎ轟舞1‖i…i妄

　　　　　　　　　　　　　トホ揃餌こ兼発フ行人　　　　　小　　」本　R竜　一

允　行　　所　　社団法人　千IIII会

」こ野県」二『u市常入イ「〕川大勺亀繊維学部内

　　　　　振替長野6243・）1口；（43341

　’｝L川「Lヒ「［1（2）1215（イe才～）（2）1218（征f3面）

　　　　1　針塚先生追想録刊行事業の絡結と胸像台石修理

　　闇敏人肥LZトその1・鍋追伽」ぱ蜘5の，い・に一　llさんらと御一緒にノ、像の台倣さ力洞cが醐ノ」訓磯
1｝1fi　g月にりL成し，それぞれ貝ト御や配本をす才せた。その後　　　られ川nさんがそのlrr後に刊［↓炎を1て人院し土ことなど3n

の売れ行きも川n調て，主もなく想才となつた。そLて，川｛1　　年前ぬことを‘λに明加に憶えておられた。引塚先ノ1のこと8。

9月川版1川41を川1ノて刊行痴貝会を開さ，一↓Clの会μ1胎」甲　　生に．1、く”批曽、し》ておられた〔，

ピ行った。そのさいに，残金の‖亀川内て到塚先生：こ関係のあ　　　　「仏nllとll1，似μ己」の57－58頁1こ多1塚先生がイリ日Lη二のこと

るお益な‘ll米は川来／cいものかと議旭が川た。そのとき注ん　　　か畝籏れた和歌が／｛うる。

て継の醐剛像品の酬1蹄・輪御胸1のよ・副　　酬パil目’ゲい銑・団深lllド，ヱくりの1耐ぱふと
ぬ肺のさいに俄1・醜ゆノ蜘い岬・｝矧旧くも　・れに同1帥…矧」1卿μ・｝剛州とムう人甲より二」ぽ
琵漂蒜編煕1鴛匡㍑f瓢高㍑！烈ll；（‡、；蕊　雰；三㍑【1掃；元繰㌫雲ξ㍑㍑i．封：鵠蜜

口ては「もとよりあのような場りiへ置くも　　　　　　　　ぱW　　　　　　　　l）ll敬1ておられたか，この和臥によっても

のとしてfiったのて肱も台パ｛・71にあ　　　活　．　　　・　わかるのてあふ嬬イ、」ぽ・1がいかに到一
わせてあり｝1・すから・何やらおかしゾc感じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　塚先生を尊敬1ておPノ，｝Lたかは，到塚先生

三あり8三す」σ胤生仏・・蹴服1パ　　　 三。　　の1刷，雌岨醐せ下さ・にとか硫
㍑5㌫そ1㍑叢蒜‡（1㍑li》禦1㍗　　　　目　　　；1’㌫詰；謬ll》蕊㌶雲警

　行ノト先虫けノく∬ll3イ1から栢雇1週間」、川　　　　　　　　　　　　，　　　　　　1こ説明す《」止でもないこ～’であ名ノζ、

にみえる。これは上川彫鯉1朋究念（会員は　　　　　　　　　　　・　　　　　　いれミJ［又は急逮に変りつつある。1口虫

」・川’小県地力の上として批育沿α）拓導　　　　　　　　　　　　　　　　　宙のあとには繊制1幾械学∫1が姐った。批欠

灘欝1難難　　愚、．漬澱麸灘難灘i慧
と峡眺う4煕議る・先ξ1・はこ剛fF　　　‘　㌍・　　唖蹴、繊と酬が靴さ批いるぷ
問：繊の㈱2砕を除いち刑も栂　　銚撫　　二　　・酬礁加本1腿なくなくな。て了う
れることなく勿夏上田にみえて小格的な習　　　，　　“パし魂悔栂醍・　　　　で，ちろう。このような改築とjUこ占い伝統

作粘進をしておられるのてゐる。　　　　　　　”　㌣，　　・、　　　　　　　　はすべてなくなってしまうのてあろうか《，

蕎ξ灘灘難叢i…鹸懲㌔臨灘！欝i≧
現在の台石の上部の刑縁を削り胸像の下に一定の厚みの台を　　　なものだけなのてあろうか。

つくればよい・とのことてあった・そこて・」のみを加溺べ　わ｝・励の・端は醐、力迎・）こしし・．伽齢太郎姓によ

き紛を設τ札ていただいたところ・細耶腋要して川来　牙1ぱ，「かって米国人噸酬］瀦が当樋視察され訓，
上った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校庭に勘潜として茂る幾多の樹木とその配置の妙を眺めて，

その仕Tlr研∫工蝋にすべきか1こついて臨剖く委貝㍊、r偏脇に入り始めてこび）上田で培らい損陥に接するこ
坂委員と御相談し，上川市愛宕町o）大宮氏に依頓した。この・　　とが出来た』と当抜を激賞した」（針塚先こk伝記と追想記102

化］モは8月中に出来上った。9月111し仁ルトタL生が絢1来田され　　 頁）とのことてある。これら幾多の樹木はξ1｝家先虫が植えら

たのを機会にそれをみていただいた。当nは，蒲生・倉沢・　　れたとい㌔あちこちにあるケヤキの大木は，5－60年でよ

これは10月24円上田彫塑研究会40年6己念展1こ御来田の先止に　　芸術dllとしでみるとき，そのモデルの名前は聞うところでは

御覧いただい編このmこは・1浪（学部長）・山n・松斤の　ない。名前を離れて1人歩き出来る㈱のみが本物なのだ。
3委員がお迎えした。　　　　　　　　　　　このよう嬬堺でもこの像は梱しわれ学部の宝といえないだ

麟璽鑑灘灘i難籔1鵜蓼辮難i講竃1繕
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心理、診断1の試　み
　　　　　　　　　　　　　信州大学助教授田1中博正

評さ㌶；馴鱈註麗L燐煕叉麟罐聯《；櫟瓢：㌶鍵li
璽d濃慧夕瓢㌶麟璽；ご苔周綴㍑蕊繕誌三㍍竺惣の立場か醐育心
わけである．しかいこの喘工でレ珠定してい誠うでもち　］！lぱも1継心禦紬見1購胸よ弧か此といえよう・瀞

　がった時点になZ、と，以ljllに安宏していたものが不※定たイ　　業能率をiniめたり，Zk産性の1紅｝1念いったことが，ヒパ字’“

　ンデックスに漁ることがままある。このよい例としては応用　　ニズムの：i忙場からも者察されなければなら徽レ、というこ二とに

　心理学の範鵬に入る教育心理学と産業心理学があげられる。　　矧1くようになったといえよう。そ』』］，が証拠に｝研2；撫u哩学

　　どちらも，教育および産業といった状況で起る現象に心胆　　ロ）分野でも主要な研究クト野は従来・作溌研η1］が三1三”℃あ・：にが

　学的な接近を行うわけだが，教育および産策のいずれも政策，　現在ではそれと人間関係の分野にご分す孝1，ことができる、一も

や技綱噺によって変化するものである。（ここでは本！i疏　’らうんこの2つ｝」湘則不離q）関係であめ・て・撚・・らか嚇鮒

　にふれずに，教育および産業の状況のすい移と共にλじずる教　　してjl’：方だけを問題にすることはできない。］かし，史際間

　育的，産業日廊実の展開過程を現象論的に考えている。）　　　題としては・アクセソ・1・の1『ぱ方によ当てどちじ・かに分れる

　　教育心〕｛畔は総花的で1聯はあるが各論醐く，麟心∫　，　のが’樋で鋤”御（Bel・・vi・）は一一》i三卿1蜘池いいζ

　宇は概論は体系的に弱し・が各論ではかなり注目すべきものが　　　あζ1ノ心1’1勺な構んをもって反応’㌃るけれども・この心的な構え

　あゐといったようブC点からは異なるが，企体的傾向としては　　がどのようにして形成され・崩壊するか≒叱説明す力こ』批｝1：

　かなり似ているのではないかと思う。つまり，救育とか産梁・　　常に困難なことである。ただ絃験的な；｛。のによることぱ笛

　といつた母体の変化とこれらにたいする心川学的接近方法σ　　　易｝こ予想されよう。しかも，理性の論」聴ぐなく．友現する二

　改良につれて方法論的にも変化せざるをえないとい・》た両者　　　とが許されるならば感’1’1守の論理ともいうぺ54」のに」：っズ彫

　の性格の類似性があるといえよう。この間の；1蜥撚・少しく具　　　響ン受けるのではなかろうか。この感欄は形llll．1・三↓」：的に質1拘

　体的にしるしてみよう。i教育心理学が，戦後にけ児童の側か　　　な問題としては多くの人によって，様紹1愉ぜらオ1ピきた。

乃の肪が強くなりぷ前刎：うに騰の虻姻蜘．考　心∫蝉ではこ粧・の蜘勺燃倣・　：的酬i鷹勘ミ幡泌が
　え、ることは少くなり，ために各利教育，ζ1活指導といった而　，　なされてきた。これらの試みのうち・現：01私が閲心のあ，試

　の教育心理学的研究が多くなった。一方，慮莱，し理学におい　　　1みは意味諭から出発したs－D法（Semantic　Diff賦en6ial

　・ても同様な傾向がみられる。単に物理的姻件（騒音・照明・　　　Mehod）によるものである。簡単にい・って』これ；1ぴ6’た畑心・

　etc）　だけが重要な要閤でなく，それらの条件を作深者目身㎏　理柄1く描操作によって形矯　1の対概念をあげ被験；苫にたい1．

　「が自らの条件として，換言すれぽいかに行動l／内な環境条件と　　　て特定θ，対象炉ついてのイメ’ジ（imagO）を分極捻ψ‘］パ「『

　みなすかが実は最も箪要な要因であることへの認識がなされ　　概念め間に位1はづけさせるノ∫法である・・この方Uミを因子分却f

　るようになった。これは周知のごとく，米国では19101二代に　　め操作によってモディファイ　（modify）して個人えc　Pぴに

　始まるかの有名な科学的僧理法（Scientifio　mallagemellt）　　∬：団の特性を口］Fかにする道を研究してみる1ことである☆試』

　限界が，ポー〃笑験（Hawt1・ome’researc1））によヅC、∬　みに行なった範∬‖で｝ま個人に関してはlll獅・固瀧の強さ，　n己偶

　竣されたことで明らかである。　　　　　　　　　　　　　　　　」†獲得の可能性・精ネlll衛生（適応状態）結婚』｛2福度

　　このようにして，人間関係論やひろく社会心理学的な技法　　　　集ドIIに関しては，職場0：）雰鯛気，労務管理の問題点といっ

　や考え方が産業心理学に取り入れられるようになった。　　　　た面でめ使用効果はありそうである。少くとも何を嚇え寸二ら
　　もちろん，正しいことであっても，それが世に受け入れら　　よいか，のq晴何を”が何かを知らせてくれるといった効ltは

　れていくという過程は，以上にふれた一連の実験が一つの契　　あろう。
機にはなり得たかもし泌いカミ，時代的背景としての織斉界　（影の荊どうもこ噸，気力泌いる，人と：枇・掲日1前

　の不況，教育・思想界の混乱から派生した人間的な要求（N　　　くない・販売成績が伸0ミない。工場や店の中がく｝5いといっ

　eed）、の高まりが大きな動因となっていることを見逃がして　　た悩があれば心理学研究室にいらっしゃい。⑭でとくに期間

　は正鵠を得ないのではないかと思われる。　　　　　　　　　　中は無料テ’ビスで診断してあげます。

　　この聞の事情が，さらに拡大されたのは第二次犬戦後の人　　　（註：飛者繊絶学部一般救育　心理学研究室）
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高分子合成の最近の話題’・
信州大学繊維学部助手大屋正尚

　立体規則性高分子ポリプロピレソが発見されたのがついこ　　　ことは前に述べたが，この触媒とビニル基をラジカル重合す

の間と思っていたら，もう二次成晶として相当市販されてい　　る触媒は幸に違う，そこでビニル基を最初に重合させ次にイ

る。ポリウレタンは子供でも知つて居り，その弾性繊維もぼ　　リシヤネート基をイオソ重合させるとLadder　Polymerと
つぼつお目見えした。EPラバーも身近なものになるだろう。　　なる。米国で研究されていると云う，次にシクロブタヂェン

　合成高分子は種切れだと云う声を2，3年前きいたが，ど　　　と云うものが最近発見された（8α）それをBF3で重合さ

うして工業化の鍵i基礎になると思われるものが研究の分野で続　　れるとやはりLadd¢r　Polrmerが1札来る盤である。併し｝ヨ・

々と出て来ている。従って最近のと云ってもひと昔のと云っ　　下の処，分子蹴が低いと云うより高分子に塗らないようであ

た方が妥当かも知れない。令成繊維が直而している問題の一　　　る。

つに吸湿性がある，立体規旦1性ポバ声ル鯵もそれを満すカ、も　　　シスチンぐ9のは羊毛に含まれ羊叱iの特微を示すア・ミノ』

知れないが，ナイロツの炭索数を少なくすると吸湿性が川て　　酸である，これからも同上のポリ㍗一が出来る可育巳性がある。

来る即ちナイロソ4は温度と吸湿鐙の関係が綿に｛以ている。　　　これが夢か否かは数年先を見て頂き度い。普通の頂合法では

　ナイロン4は（1）の加く1ζロリドンを頂合して作り，ピロ　　三次ラ己になり不溶化してしまうめでだめである。　　　　1

、リドソは，アルデヒドとアセチレソから作る②エチレンも　　　又ドイツでは，2アミノモノカルボン酸のリジンとモノア

利用出来るであろうから，鐙産もそう困難でない。このポリ　　ミノジカルポン酸のグルタミン酸からこれも最近日三目された

マはデルリソと同じ朱端基の処理が必嬰である，と云うのは　　　ヵルポジイミドを脱水縮合剤として但1鎖にアミノ，カルポキ

分解を行う際，怜もパドルの首飾りの糸が一ケ所切れた時の　　シル両基をもったポリマを合成している。これらも羊毛のモ
よう｝ご端から分解する性質があるからである゜　　　　　　　　デルとしては面白い。合成繊維の分子が糸状でないと紡糸出

　アクリルアミド（3a）はす到こ圭註産されている’このもの　来ないと甜フれているが，どの程度枝があっで．よし・のか，糸

はビニル重合することは勿論であるが・NaORを触媒にす　　状分乎束ではどうなのか・Ladder　Polym鍍Star日01ylner
ると（8）の如ぐ霊合してナイロン3を生ずる。このものは軟　　　カミ回答を与えてくれるだろう。その他金届ヤレートによるこ

・化点325～340°Cであると云われる。その他の報告は見当ら　　のような型のポリrは北条研で研究して騰られるので次の機

ないが構造がらして恐らく吸湿性だろう。ただこれを作る際　　　会に執筆願うことにしよう。以上原猫の穴うめに急いで書い

不純物の除去が問題になるかも知れない。　　　　’　　　　　たのであるが，これらの内或物の合成法は当研究室で技術的

　N一カルボキシアミノ酸無水物（4b）はLeuchs　lこよっ　　に可能となって居り叉なりっ・うあるものである。終りに平素．

て合成されWood　Wardがこれを用いて禽成蛋白なるもの　　から御指鱒頂いている諸先生，叉文献調査に協力頂いた当研
を作り有名になったものである。当時高価であったアミノ酸　　卒論坐諸氏に感謝の意を表する6なお間遼いを御指摘頂けれ

も最近は相当安価に供給される見込みがついた。これを用い　　ば幸である。

るとナイロソ2に相当するものが出来る。或物は絹の様な繊　　1　　　　　　　　　　’　　0

維雑㌶㍑き㌻灘芒言㌶麟・1）1ミニL・・R・・C・一ぷ］一

㌘題㌫㌻；灌㌍㍑嘉鷲話㌣饗㍑：亀　　，‖　　・　　　ど，
・合して（5）の加くナイロソ1に相当するポリマを得るC　・　　　　　O　　　・・、　　　　　　、O　　　　　O

が撫緩恵綴㌶黙穣こ蹴縢璽　・じ・（｝・鵠（］一誌畏（CH2）ユ《］

いで分解してしまっ，従って紡糸法についても色々と考えな　　　　　　F　　　　ll　　，　　　　　　　1「
・ければなるまいo　・　　　　　　’・　　　　　　　　　　　　　　令　　、O　　　　　O　　　　・　　　‘，　　　O

　線を考えればこれに枝をつけたものはと考えたくなるのは　　　　　　’　　　O　　　　　　・

慧菖巖濃㌶篇纂麟鑑三禦弊1＋HCβ→…よ・取P・・）r〔CO・NH（CH2）・〕噺一

劇マ（蹴齢刊では，幹剃マと枝カミ本当｝改応して　（2）2・H・CHO＋CH三CH→HOCH・－C三C－CH・、・OH

㌶㌫鉦㌶：；ξ；鯉㌶巽器歳蓑麗慧鷲　＋殴H・（C・・）…芸2Cつ」・鵬C．／」・

た・そこでテト・リ廿シ・ン（噸蛤反応）を利肌て　　　　　’　o　　亨
低量重合休の末端に反応性に富んだ基を導入して分った分子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H

殼嬬纏鷲貧蒜愁；慧』；誌罐三（　　　　　　　H附加重合3）CH2＝CH－→』CH2＝CH－CONH（CH2・CONH）。H

CH8CO（％．　COC42等の中で重合させ，生じた低量重合　　　　　　　　．1

繊端・S・C・…p・をもつ・・ら・れと幹…の．’ @　『野2
丑ONH2をもつものと反応させればよい。⑥　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㍉
　次に最近間題になっているLadder　Polynle⇒｝ましご型）　，　　R　　　　　　　　　　R

、Star　Polymeτに（星型）について述べよう。これらは頭　　　　　・　．　　　　　　　　’

三㌶難麓籔餐ごll麟欝‡嶽柔㌣　（4）霊IC°°H＋C°C4→】：：：1）・＋・…→

・について考えよう。（7α）イソシヤネート自身が重合する　　　　・　　　　　　　　　　（b）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～



（4）噛舶・147（購躍嬬昌）千　曲　会　報　　　昭和3騨1脚ほ

（6）．CH2＝CH－十RCOC4→R（CH2－CH）－nCOO修
　　　　　l　　　　　　　　　　　l
　　　　　×　　　　　　　　　　　　　　　　x

　　十（CH2－CH－OH）y－〉
　　　　　　l
　　　　　　O
　　　　　　l
R（CH2CH）nCO

　　　　　　R・HOOC・CH。　NII21α・OC・CH・NI正β
　　H（NH・こ・…）・・H　　　　　（9）　こ。，　　　6112
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　s　　　　　　　　　　　s　　　　？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°　　　　　　　　→　　　　　　●　　　　　　→

・－C・一（ぷ」n　　、　L，　　IIエ。　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　・　　　　　　「　　　　　　　1江OOC　・　CH　ロ　NH2　　　　　　　　　　ゾxOC　．　C正1　・　N正1？．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O・CH・NH
　　　　
　　C㌃12
　　　　

　　s
　　　　

　　s
　　　コ

　　CH2
　　の
OCH・NH

n

？
’

（・）・H，－CHラジ。。〔．・H、．CH．〕摘ン　゜°H2N（CH畑戸NH・1エ゜°C（職@　　　　JCO　誌　　　十〇　蕊　　　　　　！（・）↓COOH．　　（の↓）稔C　

「C慧㍊　　　　戸　　酬C瓜）4’認㌣II°°C（C恥罵噸

　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　携蕊㌫苫㍗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔－HN（CH・）4・CH・NH－CO（CHの，・α儒CO〕。

（・）　誤Lr⊃：1々　1・g・R↓，1…
　　　　　　　　・　　・　　FHN（CH2）4’？⊇’C°（CH・）・・CH・P°一〕・

　　　　　　　＿＿一一・　一＿＿．＿＿＿、　　　　　　　　　　　　　COOH　　　　　　　　　　M｛2

カげ箏〃”協弔一力z凝

ワイシャツ地そのままのソフトな肌ざわりに

へ’　糊の効いたシ・一プな切湖・撒たもの・・

高原シャ’ツ1

Φ日本工業規格表示許可工場

高原シャツ株式会社

更埴市屋代

端鵬
　　　　鷺灘レ針

長野県小県郡塩田町

1オルガン針株式会社
　、　　　　　TEL塩田650
　　　　社　長　増　島　芳　美

為替のご用は　　1　　　・
㌧「

　　　はやくて・たしかな

　　　”　富士をご利用下さい

　千曲会へのご送金は、当店宛の繍貯金・

　口座長野3523が一春ご便利です

　　　　　　　上田市原町

　　皆様の㊧富士銀行上田支店
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昭和39年11月1日　　　　千　　曲　会　　報（8召和31雀F6月18日錦8租郵便物簡可）肪．，147（5）

　　　　菅平ヒュツテの利肪法について　，竃』雀1繍罐濡鑑禦㌫響鑓
　菅平ヒュッテが校友会より寄付され体育指導所として学部　　用する場合は必要としない。

移管になうたのは昭和11年でありますが，その運営について　　　第7条　ヒュッテの使用期間は原則として1人3泊4日以

は今まではむしろ学生側にまかせきりであったので，はっき　　内とする。ただし課外活動など補灘委員長が必要と認めた場、

りした基準もなく，とかく混乱を起し勝ちでありました。建　 合はこの限りでない。

物自体も，その聞多少の補修はあったとはいうものの，昭和　　　第8条　ヒュッテ使用を許可された者は，使用言午可証なら

7年当時のものであり，今は老きうそのもの。管理人の献身　　びに学生証また↓ま身分証明諮を持参し，管理人に提示，所定

的な努力によって僅かに維持されて来たといったところ。菅　　　の経殴その他を納入しなければならない。

平にあるヒュッテはやはりわれわれの学部のものである以上　　　第9条　ヒュッテを使用する者はこの規癒1および低用者心

もっと管理のあり方も，’運営の仕方もよりよくして，利用者　　　得を厳守し，1享坐補消：係およびW理人の指示に従力粉コなけれ

がお互いに迷惑のかからない，使いやすいものにしたいと¢）　　ばならないo

念願からジこんど学部教職員および学生よりなる迎営委鼠会　　　第10条　竹理人は次の者の使用を拒否し，または退去させ

ができ，種々綿密に検討した結果，』次のような｛吏用規秘によ　　ることができる。・

って利用して頂くことになりました。出来ることなら将米は　　　　　｝い｛肖用許Yl百lliおよび学生証または身分証口］・1｝を持参し

いろいろ改築したりして，もっと快適なものにしたいと念願　　　　　　・たい者。　、

しておりますので，切に御協力をお願い致します。　　　　　　　　2，使用許可『正の交付をうけるとき，虚偽の巾告をした
　管理運営　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　者。

　信州大学菅平’ヒュッテの管理運営は，繊維学部長の委嘱に　　　　　　3，使用期間をこえた者。

より補灘委員長がこれに当り，厚生剤1灘係が所管する。管理　　』　　4，この規程および使用者心得に従がわない者。

人が常任して利用者の世話をし，建物・物品の保鋪£守など　　　　　5，その他管理人の揃示に従がわない者。

ヒュッテ全般の管理をする。またヒュッテの運営を円滑にす　　〉第11条皐故意または自己の過失により建物，備品等を破損

るために，補導委員長の『瞥問機関として教職員7名および学　　紛失した者はこれを弁償しなければならない。

生代劉名よりなる㌦・テ運営翻］会があって・迎営緻　　鋤2条この規程｝まヒュ・テの蹴その他の卿／l｝こ肋，
使用規程その他の主要事項について繍義し，それに基ずいて　　補灘委瓦長が必要と認めた場合は，狸営i婆貝会の審議に基ず

運営する。　　　　　　　　　　　　・　　　、　　　　き規魏の一部を訂正または迫加することができる。
　使用規程　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　付　　則　　　　　∫
　第1条　信州大学菅平ヒュッテ（以下単にヒュッデという）　　　この規癌1は昭和39年｛0月23日から蓑施するC

の使用については，この規程の定めるところによる。　　　　　　　使用者心得（抜すい）　　　　　‘

　第2条　ヒュッテは主として本学学生および教職員の課外　　　　3）ヒュッテ使用の際食致その他として納入すべき経貿は

活動，体育，保健および学術研究に｛琴用することを目的とす、　1人1泊（3食付）につき250円である。ただし納入した経

る。　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　費は宿泊その他を変更しても払戻しをしない。
・第3条　ヒュッテの定員は20名とする。ただし合宿など課　　　4）ヒ’ユッテ使用者は上記経賀のほか，必ず米を1人1泊

外活動のため補導委員長が必要と認めた場合は，30名まで許　　　（3食付）につき1リットルの割で持参し，経饗納入と同時

可することがある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　、に管理人に渡すこと。米を持参しなかったり，量目不足の場・

　第4条　ヒュッテを使用できる者は下記のとおりとする。　　合は食事を提供しない。また翻食物は味噌汁，潰物以外は田

、　1，木学学生　　　　2，本学教職員　　・　　　　　　ないから各自持参めこと。自炊，煮たきは一切許可されない

　　3・その他補導委超長が認めた者　　　　　　　　　　　ので，副食物は缶詰などすぐ食ぺられるものがよい。

　第5条　ヒュッテを使用しょうとする者｝ま，使用開始日の　　　17）ヒュッテで休けいしようとする者は1人につき50円納

1g日前までに所定の使用願を厚生補導係に提出し，使用許可　　入のことg休けい時間は午前9時より午後5時までとする。

融交椎聖鮒れ｝ぴらない・1　　　　　　　．　：　　㈱諭
』…｝∨～～ @…　　『一～1・1ご、べ～｝∴一’一一・一一Ψ…バ：ソ、一・ダ・～一・－w｛一・一～　　　　・㌔一・一～～～～ヘー、一一・～一一一一＿＿、．＿＿＿＿．．＿．』．、、，、．．．＿w∵≠＿．寸‘

i　．　　　　　午曲会員、茗簿発行頒・布について
／

｛

｛

1100円に決定致しました。先に各支会

1、より予約購入部数を取まとめていただ

｛



（6）ルら．｜47（認魏轟錫翻）、千曲会i報F　昭和39年］硯1日

故大越信氏（蚕14）の顕影碑建立について　2物の御影石でりつぽなものである。題　間に戸がこだました。

　　　噸つ岬く特　㌶禦曇霊翻當購怨誤雛』麟‡㍑麟麟r6
1本会報10月号にとりあえず報じたよう　丸山公園で，9月15Elに佐久間冨1知］llを　高辿li｜はすでに雪化Ol三し，中胆は丁度見

に大越信氏の顕彰碑が建立された。ここ　はじめ関係者150名町民200名が参列し　頃の紅葉，大正池はW葉につつ寸iれ・噴

にはそのいきさつ内容についてやぷWて盛大な除幕武が行わオエた。修ばつのあ火の後も構なまt’抽肌の畑腕写し

遼i竃…㌶鱗；瓢董1竃；鍾i遍竃二　　』　　1’．藁

て上畷酬門学校遜科に学び，昭和同郷の先輩、撚教瓢や佐藤春太良醗Zl三　　　　　麟裁　晶
　2年に卒業し福島県五i莱取締所吏員をふ　　などがよく御存知である。灘蚕科選科に

　り出しに福島県の養蚕関係の技師として　入学するまえ2・3・’i佐藤先生の研ワξ室

主として南剣馳方に多年塑され・li召で業鞠さ減が・こ加垂6祇の酬
，和19年から南会津地力］1務所蚕糸課長・　によつたものだという。氏は表面的の立

’南会津蚕業指灘所長なつとめ，昭和31年　身出世などは決して求めず誠爽に一宜し
：公職を辞した。その後茶糸会社の幹部と　人の認めたい基礎的な仕．ll：をこつζつと

　なり，公職のときと1司様に自己の考えを　　一坐爽践し，千曲会nにすらほとんど顧

旅先で発病し・昭和344・9月251三157才で幅このだびの跡li・洲tは∩1燗↓‡献か　　（大∫醐」二蛾il・四1）

逝去した・　　　　　　りでない」・と赫踵のだが・わ紡ボ．｝撚し文，ものい輪ら，，1、・1に
れ酬飢にとつて難羽・い・ことで絵購い楓湖：蹴だう㍍こ叫Bこ
ある。この碑が建立除幕されてから未亡　山に入つた「ものが3苧人とか，♪，よつと

人の拘ノさんが燃触や鈴祇に感．馴嚇酷歩く醸畑坊悔い軸唯
謝報告して来ている。故人逝いてすでに　とにかぐ日頃の行し・がよか当苫二～こ毒コハ弦

5年一心臓翻である・　　　一鰍b・酬に昧翻、，川21！端
・ま『 ｭさ会噸繊興篇麗、諺跳燃21捻ご轍い・

○紘視界間く泌ノ糠日6て　　　　　　　　（小聯融
　慰安つつがなしパスに掻れつつ　　　　　二　．　　1　、

○㈱く化して鍵く端酸泉　　撃米大醐海浩一郎氏の蹴酬かる
濾ひ羅撒立ち西　’，　上田‥タリ弓軌」訓ド　ll：：舗、

○裾青葉中処は紐葉蹴四7　　　　所三酬による朝海氏の‖1｝演会が醐12日
　　　　　　かげ　棚高連山朝光に二浮く　　　　　　　　　　　　・（月）母‡交継堂で｜崔され’た゜　演題は　S‘1日

○雌め瀟に地肌の麟写し　　際貿易聞発会蹴おけ醐北ll囎こつい
　噴煙ひそと風にさゆらく・（大正池）・　て”で・内容は51偲とはやや離れた日本

○ギャンプ村人影もなく藩の如　　　　　国民の長短についてであった。先づ世界

貴民に大き空感銘を与えた人である。戦　，．10月3日繊維農学科こまくさ会では恒　たのもこのためで，いまや先進国，（deve

後南会津地力¢～産業は養蚕なくしては生　例の秋の旅として白骨温泉，上高地を選　10ped　Country）の中のdeveloping

計は立たないと縮し・住宅難から一時んで酬触以下轍の言1画よろしく土d・v・1・p・dC・u・七・yとしてて後進国
↓噛灯もない葉繊こ乾劇画・寝起き曜酔勤ぎり1・・齢で劇1できない・（d・v・1。pi・g　C・mt・y）撚における
し，凍西50Kもある管内の農家をくまな　山ロ先生たちの見送りで目的地に向つた　日本の立場の趣要性を強調された。

く回つて「カイコを飼いなさい」と説い　バスは上電観光，生憎正服を着た紳士が　これほど高く評価されるぺき日刺i潤が

て歩いた・作業服にゲトルばき・腰弁ガイドであ九ので気分のぼ綱のもな緯殺なると蹴日｝諏るのかと例
の姿はだれからも親しまれ，気軽に相談　やや遅れ，松本に入る頃に米のエキスも　を上げて話された。オリンピックを見て

でき，養蚕普及に大きな原動力となつ氾。　入つて皆満顔ほころびはじめた。梓川沿　もそれに代る言葉がありながらゼッケン

県下で初めての立木桑園のせん定や条桑　い田P先生の司会よろしきを得て美声を　何番とかやたらに外薗語を使う。食物の

育を奨鵬施し増産につくしたことも特｝まり上げた・今回の旅行に瞭木姓カミメニゴに至。てはほとんどがタト蹴で
筆すべきことである。かくしていま南会　奥さん，お嬢さんを同伴され，一決愛妻　ある。また道路案内でも外国語を先に大

／沖地方の養蚕は年産1億7000万円の収入　会会長に推し，これからは家族ぐるみの　きく掲げ下に小さく日本譜を諮ぎ，他の

三紫錫ら欝盤墓議殼慧三蕊㌃ぱi誌題ξ霊婿㌶㌘馨竪叉‡駕鷲2鷺認認；

：ている・　　　　　　　て鰍されるという酬’蹴に到着したま｝硬け儀礼鰍こ言ったに過ぎない鞭
　氏の顕彰碑は，今春4月南会津事務所　すでに部屋割ができていて，早速一風呂　も誰それがこう言ったと記事にする事を
凝の吉野朗氏，町村長会長宝井源次氏，　浴びて懇親会に入つた。例の如くナソバ　」旨摘された。また行儀の悪い点もあまり

郡麹会長横岨夫氏・郡東部鍵会長一ワン武晒生のラシ・ウモン，田吐誇り｝こならない縫上げられた。

諮灘矢繁耀難麟雀2皇璽羅垣灘灘鷲。當き繋ξ講膿r・
つのつたもので，写真にみるごとく高さ　しんと夜が更けて冷えこむアルプスの谷



　　昭和　年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿．．＿　　＿＿．＿＿＿＿＿　　　…＿、、＿．＿＿　　　　一一

　　　　　　　　　　　　第25回定期総会のお知らせ　　　、
昭痢139年度千llll会定期総会は恒例の11月23日（勤労感言射のン　　　　　　　　　　（5）会報の配璽制1恨について

三欝1螺㌶耀灘Σ耀灘麟　　麟麟塁蕊・

3911肺　　　千　曲　会　報（昭司印31年6月18日第3種郵便物認可）形・147（・）

＝一盲報灘簿螂果につい∴灘：譜細酬オ卿綱
；；藻騰購1灘纏灘1§撫＼i感熱隷難翼

羅1鼎ミ蠣議貧欝蕪；轍熱㌶匡；；㌶；麟…

llli灘灘慧東ll璽欝魏‖・・）灘鞭ii灘灘1

載することにっなた。　　　　　　　　　累　計　　1492名　3，374，474円　　　査書により研究委蝋会は検討協議の結果

　　　　学内理事会開催　　一＿．．＿．＿．，＿＿＿一一一一綱膿学草r劇名・蹴工学轍2名，

講灘需㌫鱗教婁11繊購麟麟憩；㌶藁繊・…あ



（・・鳩・1・・（瓢㈱千，曲　会　報　・　馴9年舶，

　　　　　　　　　　　　　　　　　会　　　員　　　動　　　静

黛§慧灘撫熱∴∴llll鞠　lli曇1；1

　　80　東猷蚕37北イ。蜘り蕎業訓賜（瑚Tl澗の　　　　　’
；1瑞光麟認瀦櫟llll辮辮（松イ’ll∫）

・1諺　　認蕊　塁議11；1叢　濡懸餐饗‡㌫（大痴加区戊iこ」蝋昧字小島

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫lr「刀↓乏こ111∫62）　　　　，　1

幌瓢㍊謬ま6こ諜ξ獣襯撫膿；；1に阪鷹島郎，品，、｜噺自62r
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